
令和 4 年度 60 回生 授業概要(シラバス) 
 

 

科目名 社会学 分野/教育内容 基礎分野/人間と生活・社会の理解 

開講年次・時期 
1 年前期 

令和 4 年 8 月 19 日 
単位数/時間 1 単位/30 時間 

担当講師名 山田 佳奈 
所属・職位 岩手県立大学総合政策学部・准教授 

資格・免許  

授業の概要 

近現代の社会学の諸理論と具体的な諸事象との間を往復する中で、社会学の基礎

的な考え方について学ぶ。具体的な事例や時事問題を通して社会的な課題等に対

する考察を行う。 

到達目標 

1. 社会学の基礎的な見方・考え方を理解できる。 

2. 普段の生活やニュース等で見聞きする具体的な出来事に対して、社会(科)学的

な視点から考察することができる。 

事前学習内容 普段から新聞等を読み、自分の問題関心を広げておいてください。 

成績評価の方法 試験および小課題(講義中に随時実施)による。 

使用テキスト     講義時にレジュメや資料を配布 

授業回数 授業概要(主な学習内容) 授業形態 

第 1 回 8/19 社会学イントロダクション －「メガネ」の意識化 講義 

第 2 回 8/19 「私」と私の「行為」を考える（１）：日常生活を見つめなおす 講義 

第 3 回 8/19 「私」と私の「行為」を考える（２）：「自我の社会性」 講義 

第 4 回 8/22 産業化の進展とその影響 講義 

第 5 回 8/22 現代における社会関係の様相：「家族」・「地域社会」 講義 

第 6 回 8/23 「私たち」の「くらし」を見つめなおす 講義 

第 7 回 8/23 前回までの補足／筆記試験 講義／試験 

履修上の留意点 

1. 授業の進め方などの詳細は初回講義時にアナウンスします。 

2. 分からないことはそのままにせず、疑問を解決できるように行動する 

3. 自身の考えや疑問点は積極的に表現し、主体的に学ぶ姿勢で授業に臨む 



令和 4 年度 60 回生 授業概要(シラバス) 
 

 

科目名 社会学 分野/教育内容 基礎分野/人間と生活・社会の理解 

開講年次・時期 
1 年前期 

令和 4 年 9 月 5～7 日 
単位数/時間 1 単位/30 時間 

担当講師名 平井 勇介 
所属・職位 岩手県立大学総合政策学部・准教授 

資格・免許  

授業の概要 

私たちは他人を理解できるでしょうか（例えば、他者が苦しんでいたとして、そ

の苦しみを理解できるでしょうか）。社会学者が社会問題の現場で悩んできたこ

とのひとつに、この根本的な問いがあると思います。本講義では、この問いをめ

ぐって、社会学ではどんな応答がなされてきたのかをお伝えし、皆さん自身が他

者（他人）とどのように向き合っていくのか、についてそれぞれに考察を深める

ことを目的としています。 

到達目標 他者との向き合い方について自分なりの考えを表現できるようになること。 

事前学習内容 他人を理解できるか？について、自分の考えを整理してきてください。 

成績評価の方法 グループディスカッションへの参加度、報告内容で評価する。 

使用テキスト     講義時にレジュメや資料を配布 

授業回数 授業概要(主な学習内容) 授業形態 

第 8 回 9/5 自己紹介・テーマについての説明・GW（意見共有） 講義／GW 

第 9 回 9/5 講義①－水俣病患者の「被害」Ⅰ 講義 

第 10 回 9/5 講義②－水俣病患者の「被害」Ⅱ 講義 

第 11 回 9/6 講義③－水俣病患者の赦し 講義 

第 12 回 9/6 GW（テーマについての意見交換・全体報告会の構想を考える） GW 

第 13 回 9/7 講義④－介助者手足論の問いかけ 講義 

第 14 回 9/7 GW（全体報告会の準備） GW 

第 15 回 9/7 全体報告会 報告会 

履修上の留意点 

1. 授業の進め方などの詳細は初回講義時にアナウンスします。 

2. 分からないことはそのままにせず、疑問を解決できるように行動する 

3. 自身の考えや疑問点は積極的に表現し、主体的に学ぶ姿勢で授業に臨む 
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